
国
モ
ン
ゴ
ル
帝
国

中
央
ア
ジ
ア
の
高
原
に
興
っ
た
モ
ン
、コ
ル
は
、

強
大
な
軍
事
力
を
背
景
に
、

史
上
最
大
の
「世
界
帝
国
」

東
西
世
界
を
結
ぶ
広
大
な
地
域
を
支
配
す
る

大
帝
国
を
築
き
上
げ
る
。

遊
牧
民
の
英
雄
チ
ン
ギ
ス
＝
ハ
ン
が

ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
を
席
巻

‐２
世
紀
、
モ
ン
コ
生
呂
原
で
は
遊
牧
民
の
諸

部
族
が
争
い
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
モ
ン
コ̈
ル
族

の
テ
ム
ジ
ン
は
１３
世
紀
初
頭
、
諸
部
族
を
統

一

し
て
チ
ン
ギ
ス
＝
ハ
ン
（
↑
ン
は
王
の
意
）
の
称

号
を
受
け
る
と
、
千
戸
制
と
り
つ
軍
事
。
行
政
制

度
を
取
り
入
れ
、
強
大
な
軍
を
編
成
し
た
。
ま

た
、
契
丹
人
の
耶
律
楚
材
を
重
用
し
て
、
政

ユ
Ｔ
経
済
の
制
度
を
整
え
て
い
っ
た
。
チ
ン
ギ
ス

に
率
い
ら
れ
た
モ
ン
ぃコ
ル
軍
は
、
一翠
北
の
金
へ
侵

入
し
、
西
ア
ジ
ア
の
ホ
ラ
ズ
ム
朝
、
中
央
ア
ジ
ア

の
西
夏
を
減
ば
し
た
。

１
２
２
７
年
の
チ
ン
ギ
ス
＝
ハ
ン
の
死
後
、
一弔

２
代
い
ノ
と
な
っ
た
オ
ゴ
タ
イ
は
、金
を
減
ば
し
、

カ
ラ
コ
ル
ム
を
首
都
と
し
て
、
バ
ト
ウ
に
西
へ
の

遠
征
を
命
じ
た
。
バ
ト
ゥ
は
甲
ン
ア
を
征
服
し
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
進
撃
。
強
大
な
モ
ン
．コ
ル
軍
の
前

に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
軍
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
く
敗
れ
る

が
、
オ
ゴ
タ
イ
の
死
の
報
を
受
け
た
モ
ン
コ̈
ル
軍

は
引
き
返
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
征
服
を
ま
ぬ
か
れ

る
。
第
４
代
モ
ン
ケ
＝
ハ
ン
は
、
弟
の
フ
ビ
ラ
イ

お
よ
び
フ
ラ
グ
に
遠
征
を
命
じ
、
フ
ラ
グ
は
ア

ッ
バ
ー
ス
朝
を
減
ば
し
、
フ
ビ
ラ
イ
は
大
理
、
チ

ベ
ッ
ト
な
ど
を
征
服
し
た
。
こ
つ
し
て
、
ユ
ー
ラ

シ
ア
大
陸
に
史
上
空
前
の
大
帝
国
が
誕
生
し
、

東
西
交
流
が
活
発
化
し
た
。

大
ハ
ン
位
を
め
ぐ
る
内
乱
を
へ
て
、

５
カ
国
の
分
立
ヘ

第
５
代
い
ノ
と
な
っ
た
フ
ビ
ラ
イ
は
、
首
都
を

大
部

（現
在
の
北
京
）
に
移
し
、
１
２
７
１
年
に

国
号
を
元
と
す
る
と
、
中
国
の
南
宋

↑
５３
参
照
）

を
滅
ば
し
、
朝
鮮
の
高
麗
を
属
国
に
し
た
。
さ

ら
に
、
海
に
も
進
出
し
て
日
本
や
東
南
ア
ジ
ア

の
支
配
を
目
ざ
し
た
が
、
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

こ
の
こ
ろ
、
モ
ン
コ̈
ル
帝
国
全
体
の
長
で
あ

る
大
ハ
ン
位
を
フ
ビ
ラ
イ
が
継
い
だ
こ
と

に
対
す
る
反
乱
が
起
き
、
約
４０
年
間

に
わ
た
っ
て
戦
い
が
続
い
た
。
こ
の

結
果
、
モ
ン
コ̈
ル
帝
国
は
フ
ビ
ラ
イ

の
元
の
ほ
か
、
オ
ゴ
タ
イ
＝
ハ
ン

国
、
チ
ャ
ガ
タ
イ
＝
ハ
ン
国
、
キ

プ
チ
ヤ
ク
＝
ハ
ン
国
、
イ
ル
＝

八
ン
国
の
５
国
が
並
び
立

つ

こ
と
と
な
っ
た
。

ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
モ

・多

_轟1■
■

`

フビライは日本に修好を求める国書を送っ

たが、鎌倉幕府がこれを断つたため、2度
にわたり日本遠征を敢行。しかし、いず

れも日本軍の激しい抵抗と暴風雨によっ

て失敗に終わつた。

文永の役、弘安の役

13世紀前半からモンゴルに脅かされ、抵抗

を試みるが、1259年に服属。済州島を拠点

に最後まで抵抗を続けていた三別抄(さんベ

つしょう)も 73年に鎮圧された。

屋山の戦い
元が南宋を滅ぼした戦い。

圧山は最後まで元に抵抗し

た南宋勢力の拠点であつた

が、ついに陥落した。

東南アジア遠征
フビライは1280年代からビルマ、

チャンパー (ベトナム)、 ジャワヘ次々

に遠征軍を出すが、いずれも目的を

達成できなかつた。



1241年
キエフ占領
チンギス=八 ンの孫バトゥがキエフ公国の
首都を占領し、以後ロシアをモンコルの支
配下に置く。ロシアではこのモンコルによ
る支配を「タタールのくびき」とよぶ。
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1254～ 1324年。ヴェネツ

ィアの商人.父や叔父ととも

| に元へ行き、17年 間滞在の

■ のち帰国。帰国後ジェノヴァ

|´

・
1 との戦争で捕虜となり、その

ヽ |]言 iF:靱
かけとなつた。

マルコ=ボー□は、1271年 にウェネ

ツィアを出発し、オアシス都市をめぐ

る陸路をへて元に達した。フビライ

に仕え、17年間元で暮らしたのち、

インド洋経由の海路で帰国した。

ン
ゴ
ル
帝
国
の
支
配
は

約

１
０
０
年

間
続

く

が
、
中
心
を
な
す
元
で

は
宮

廷

の
内

紛

や
腐

敗
、
失
政
に
よ
る
経
済

破
綻
か
ら
被
支
配
者
で

あ
る
漢
民
族

の
不
満
が

高
ま
っ
た
。
こ
れ
に
飢
饉

や
災
害
が
加
わ
り
、
死
は

崩
壊
へ
の
道
を
た
ど
る
．

チ
ン
ギ
ス
＝
ハ
ン
は

ど
こ
に
眠
っ
て
い
る
の
か
？

遊
牧
民
で
あ
る
モ
ン
コ
ル
民
族
に
は
、
地
上

に
墓
標
な
ど
を
立
て
ず
に
埋
葬
す
る
風
習
が
あ

る
´
そ
の
た
め
、
モ
ン
コ
ル
帝
国
の
偉
大
な
始

祖
・
チ
ン
ギ
ス
＝
↑
ン
も
、
死
後
ど
こ
に
埋
葬
さ

れ
た
の
か
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
お
り
、
現
在
も
な

お
、
多
く
の
歴
史
学
者
や
考
古
学
者
な
ど
が
そ

の
場
所
の
特
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
候
補
地

は
モ
ン
．コ
ル
国
内
や
中
国
の
内
モ
ン
．コ
ル
自
治
区

な
ど
の
数
力
所
が
挙
が
っ
て
い
る
が
、
本
格
的
な

発
掘
調
査
は
ま
だ
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、
モ
ン
コ
ル

人
の
間
で
は
民
族
の
英
雄
の
墓
を
掘
り
返
す
こ

と
へ
の
反
発
の
声
も
上
が
っ
て
い
る
¨

空
前
絶
後
の
大
帝
国
を
築
い
た
英
雄
の
眠
る

地
が
明
ら
か
に
な
る
日
は
来
る
の
だ
ろ
う
か
，

チンキス=ハン

1162年 ～1227年 .漢 字で

は成吉思汗と書くて生年につ

いては1155年 、1167年 など

の言党がある

田
モ
ン
ゴ
ル
帝
国

1258年

ア ッバ ー ス朝 滅 亡

フラクがバグタッドを占領.

カリフを殺害し、アッパース

朝を滅ぼす。1260年 にイ

ル=ハ ン国を建国。

ふ―タン

`"ヽ 言
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